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核融合実験装置でのダイバータ物理を理解

するためには電子温度･密度は重要なパラメー

タである。ヘリウム原子の発光強度を用いたパ

ラメータ計測はダイバータプラズマにおいて

よく利用されている。分光計測はプラズマに擾

乱を与えず、計測が簡易であるという利点を持

っている。しかし、純ヘリウムプラズマやヘリ

ウム・アルゴン混合プラズマとは異なり、水素・

ヘリウム混合プラズマ中においてはヘリウム

の励起準位分布がCRモデルによって再現でき
ないことが報告されている[1][2]。そのため、
本研究では水素･ヘリウム混合プラズマにおけ

るヘリウム原子の励起準位分布を計測し、前述

された異常性の調査を行った。

本研究は、直線型ダイバータ模擬実験装置で

ある名古屋大学所有の NAGDIS-IIと東海大学
所有の TPD-SheetIVで行った。この装置はソー
ス領域とターゲット領域を持ち、混合プラズマ

を生成することが出来る。

図 1は NAGDIS-IIにおいて、ヘリウムプラ
ズマに対して水素ガスを入れていった場合の

発光強度の変化を示しており、TPD-SeetIVに
おいても同様な結果が得られた。それぞれの発

光強度は水素ガス圧が 0 Paの値で規格化され
ている。図 1によると電子温度･密度計測手法
であるヘリウム線強度比法で用いられる

nm 5706. と nm 1728. の発光が他の発

光強度が減少していくのに反して[3]、ほとんど

減少していないのが分かる。したがって、この

結果は 2つの発光の上準位であるヘリウム原
子の 31Sと 33Sの励起準位分布を増加させる水
素ガス混合による素過程があることを示唆し

ている。

             
 

   

   

   

   

 

   

   

 
 

                 

  
  

 
  

  
  

  
  

 

 
        
        
        
        
        
        
        
        
        

図 1 発光強度の水素ガス圧依存性
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